
「第 18回みえ福祉用具アイデアコンクール 2023」講評 

 

令和５年度みえ福祉用具アイデアコンクールへの多数のご応募，表彰式へのご参加，誠に

ありがとうございます．また，受賞者の皆さま，おめでとうございます． 

 今年も全国から，２３４作品と大変多くの応募をいただきました．本コンクールがさらに

広く浸透してきたこと，大変うれしく思います． 

最優秀賞，優秀賞をはじめとする各賞は１０月４日に開催されました審査会におきまし

て，５名の審査員による審査の結果，選出させて頂きました．  

今年も多くのすばらしいアイデアが寄せられ，審査は大変難しいものとなりましたが，実

用化に近いアイデアから夢あふれるアイデアまであり，大変楽しい時間でもありました． 

実際の介護や福祉の現場からのアイデアが多く，単なるアイデアに終わらせるだけでな

く，それぞれのアイデアを実現させるための橋渡しの役割の重要性を感じさせられます． 

特に，最優秀賞に選ばせて頂きました『フックパックン』や，優秀賞の『たたみちゃん』

や『歩調合わせます』は，すぐにでも多くの方に届けたくなるような，とてもすばらしいア

イデアでした．他の受賞作についても，独創性高いものや夢あるものなど，幅広い観点から

選ばせていただきました． 

 近い将来，これらの作品の多くが実用化され，多くの方の役に立つことを期待しています． 
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